
島根県気候変動適応センター

概要
〇令和３年４月１日設置
〇センター員 ５名（県保健環境科学研究所兼務）

業務内容

〇気候変動影響及び適応に関する情報の収集、整理及び提供
・県内研究機関や気象台等と連携し情報収集を行っている
・ホームページで情報の提供を実施

〇事業者や県民等からの気候変動適応に関連する相談への対応及び情報発信
・事業者等から気候変動適応策に関するアンケート実施

〇気候変動影響及び適応に関する調査、研究
・適応型共同研究に参加

隠岐島における大気粉塵等の長期気候変動影響検出に関する研究
アジア大陸や日本本土からの大気汚染の影響下にある島根県の隠岐島において、国立環境研究所と島根県が協力し
1983年12月より１ヶ月単位で採取した大気粉塵（浮遊粒子状物質）の37年以上のアーカイブ試料等を用いて、粉塵量
やそれに含まれる各種成分（陰イオン、陽イオン、金属類、有機物、炭素類）を分析し、東アジア域、日本海域で起
こっている気候変動による大気粉塵成分や濃度変動、沈着量への影響などを大気粉塵や成分の長期トレンドから検
出・評価する。
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取り組み事例紹介

〇熱中症予防への取り組み

・熱中症指数計の貸し出し
熱中症対策および熱中症予防の啓発として、
WBGT計を配備（11台）
県民に対して貸し出しを行っている。
県庁各課、市町村環境部局、教育委員会あてに
周知し、県ポータルサイト及び県HPで公表
8月中旬現在、10台の貸し出し実績

・熱中症に関する情報の公開
「気候変動適応情報」として、
HPで熱中症予防に関する情報を公開している。
サーモグラフィカメラやWBGT計を用い、
県民が親しみやすい情報提供の実施

WBGT計
（A＆D社製
AD-5696DL）

気候変動適応情報



取り組み事例紹介

〇情報収集・情報提供

・県内研究機関との情報交換会
農業や水産業に関する研究機関との情報交換会を実施
得られた情報は研究所の機関紙等を通じて提供を予定

・県内事業者の適応事例集の公開
県内事業者から募集した暑さ対策、防災対策などの
適応事例をまとめ、カード形式でHPに公開

適応事例集


